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そ
の
後
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
調

査
依
頼
を
し
、
請
求
の
取
り

下
げ
交
渉
を
し
ま
し
た
。

　
10
日
前
、
ス
マ
ホ
を
紛
失

し
た
。
見
つ
か
っ
た
と
き
、

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
が
表
示
さ

れ
て
い
て
、
９
万
円
の
請
求

画
面
が
表
示
さ
れ
て
い
た
。

他
人
が
使
用
し
た
の
に
、
登

録
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
い

でばんビちゃん

　市消費生活センターでは、月～金曜日の
相談に加えて、第２・４土曜日に電話相談
を実施しています。利用してください。

8：30～17：00　☎（33）5454

第２・４土曜日電話相談

時間

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ

ホ
）
に
は
、友
人
の
連
絡
先
、

写
真
、
メ
ー
ル
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
番
号（
決
済
情
報
）

な
ど
が
入
っ
て
い
て
「
個
人

情
報
の
固
ま
り
」
で
す
。
ス

マ
ホ
を
使
用
し
な
い
と
き
は

画
面
ロ
ッ
ク
を
心
が
け
、
職

場
や
学
校
、公
共
の
場
な
ど
、

不
用
意
に
他
人
の
目
の
届
く

と
こ
ろ
に
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
マ
ホ
を
紛
失
中
に
、
誰

か
に
不
正
利
用
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
通
信
料
金
８
万
円

を
請
求
さ
れ
て
い
る
。

　
不
正
利
用
さ
れ
た
こ
と
を

警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う
。
請

求
先
に
経
緯
書
を
簡
易
書
留

で
送
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

地
島
が
地
島
が好き
好
き

ワカメのつかみ取りは大盛況

負けないで　必ず友が　助けるよ（鶴田匠
なるし

志・自由ヶ丘南小４年）
「大丈夫」　痛んだ心が　いやされる（権田美

みなみ

南・玄海東小６年）
友だちと　なかよくなりたい　あそびたい（吉田拓

たくみ

未・赤間小５年）
手をのばし　心のきずを　なおしてくれた（楢崎菜々乃・南郷小６年）

け
な
い
か
。

　
こ
れ
は
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

請
求
詐
欺
に
多
い
登
録
料
の

不
当
請
求
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
他
人
が
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
に
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
し
た
と

し
て
も
詐
欺
な
の
で
、
相
談

者
に
支
払
う
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。
請
求
先
に
電
話
や

メ
ー
ル
を
絶
対
し
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
請
求
画
面
を

削
除
す
る
こ
と
で
解
消
で
き

ま
す
。

▽
ま
ず
は
自
分
の
ス
マ
ホ
に

電
話
を
掛
け
て
み
ま
し
ょ

う
▽
不
正
利
用
を
防
ぐ
た
め
、

携
帯
電
話
会
社
に

通
信
の
利
用
一
時

停
止
の
申
し
出
を

し
ま
し
ょ
う

▽
「
な
く
し
た
」
と

思
っ
た
場
所
の
近

く
の
警
察
署
へ
届

け
出
る
、
駅
や

ス
ー
パ
ー
の
中
で

の
紛
失
な
ら
、
そ

こ
へ
直
接
問
い
合

わ
せ
る
な
ど
も
有

事
例
１

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

な
く
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
に

気
が
付
い
た
ら
…

事
例
2

秋
吉
美
術
お
宝

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

（
叙
勲
と
傘
寿
記
念
）

●
日
時
　
５
月
２
日
（
土
）

正
午
〜
同
10
日
（
日
）
午

後
３
時

＊
同
７
日
（
木
）
は
休
館

●
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
内
容
　
秋
𠮷
嘉
範
さ
ん

（
福
岡
教
育
大
学
名
誉
教

授
）
所
蔵
の
絵
画
、版
画
、

陶
磁
器
、
書
な
ど

●
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
き
よ
し
後

援
会

☎
（
36
）
５
８
２
５

●
日
時
　
５
月
17
日
（
日
）

午
前
９
時
～
正
午

＊
小
雨
決
行

●
場
所

▽
座
学
＝
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

２
０
２
会
議
室

▽
実
習
＝
ユ
リ
ッ
ク
ス
隣
接

竹
林
内

●
内
容

▽
座
学
＝
収
穫
し
な
が
ら
新

た
な
竹
林
の
再
生

▽
実
習
＝
元
気
な
親
竹
の
仕

立
て
方
、
ウ
ラ
止
め
の
方

法
な
ど

●
講
師
　
野
中
重
之
さ
ん

（
竹
林
利
活
用
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）

●
対
象
　
自
分
ら
の
竹
林
を

整
備
し
て
み
た
い
人
、
他

●
定
員
　
先
着
20
人

●
受
講
料
　
無
料

●
持
参
品
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト

（
貸
し
出
し
あ
り
）、
運
動

靴
、
軍
手
、
お
茶
、
作
業

で
き
る
服
装

●
申
込
締
切
日
　
５
月
９
日

（
土
）

●
申
込
必
要
事
項
　
①
住
所

②
氏
名
③
電
話
番
号

●
申
込
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宗

像
里
山
の
会
事
務
局

▽
ハ
ガ
キ
＝
〒
８
１
１
・ 

３
４
３
７
／
久
原
１
８
０ 

・
メ
イ
ト
ム
宗
像
メ
ー
ル

ボ
ッ
ク
ス

▽
FAX
（
36
）
８
３
１
７
／
長

尾
あ
て

▽
メールnorinagao55@

ari.
bbiq.jp

／
長
尾
あ
て

■
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宗
像
里
山
の

会
事
務
局
（
長
尾
）

　
☎
０
９
０
（
５
７
４
８
）

６
２
２
１

（
続
）
竹
林
整
備

実
践
講
座
（
２
）

５
月
の
管
理
が
大
切

●
日
時
　
５
月
17
日
（
日
）

午
前
10
時
〜

●
場
所
　
勝
浦
漁
港

●
内
容
　
親
子
で
ヨ
ッ
ト
と

海
で
の
安
全
を
学
ぶ

＊
一
般
も
同
様

●
講
師
　
佐
藤
麻
衣
子
さ

ん
（
シ
ド
ニ
ー
・
ア
テ
ネ

両
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選

手
）

●
対
象

▽
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年

ヨ
ッ
ト
体
験

参
加
者
募
集

効
で
す

＊
携
帯
電
話
会
社
に
よ
っ
て

は
、
ス
マ
ホ
の
紛
失
・
盗

難
時
に
、
端
末
の
遠
隔

ロ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
し
た
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

を
使
っ
て
ス
マ
ホ
の
位
置

情
報
を
検
索
し
た
り
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う

　地島椿まつりを３月14日、豊岡地区（白浜港）を

メーン会場に開催。今年は、好天に恵まれ、当日は、

島民170人の島に800人以上の来島者でにぎわいま

した。

　特産品販売では、地島特産の椿油、今が旬の生ワ

カメや塩蔵ワカメ、イカ焼き、サザエのつぼ焼き、

椿油を使って炊き込んだ椿油ごはんなどに、長蛇の

列ができていました。

　ステージイベントでは、地島ゆりの樹幼稚園児に

よる太鼓演奏を皮切りに、小学生による三線（さん

しん）演奏と踊りの披露、「ワカメのつかみ取り」な

ど地元漁師によるアトラクションが披露され、会場

を盛り上げました。

　島外からの参加者は、ワカメや椿油などの土産を

手に、地島での楽しい思い出と一緒に島を後にしま

した。

　来年のメーン会場は、泊地区（泊港）です。どう

ぞお楽しみに。

■問い合わせ先

　元気な島づくり課　☎（36）1725

晴天のもと
大いに盛り上がった

地島椿まつり
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

な
く
し
て

し
ま
っ
た
ら
？

生
の
子
ど
も
と
保
護
者

▽
一
般
（
18
歳
以
上
）

●
定
員
　
親
子
は
先
着
６

組
、
一
般
は
先
着
10
人

●
参
加
料
　
２
０
０
円
／
１

人（
傷
害
保
険
料
と
し
て
）

●
持
参
品
　
着
替
え
、
運
動

靴
、
昼
食

＊
ヨ
ッ
ト
・
救
命
胴
衣
は
主

催
者
側
で
用
意

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｂ
＆
Ｇ
津
屋
崎
海
洋
ク
ラ

ブ
（
占
部
）

　
☎
０
９
０
（
４
５
８
３
）

６
１
２
６


